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木材の化学的識別に関する研究 (Ⅱ)
タンニン類のIR吸収 について
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Tannins within wOOd were extracted by ordinary chemical procedures as lvell
as measuring their IR spectra.  The IR spectra obtained were classified on a
base Of the presence of characteristic bands and the difference of relative
intensities of bands.  COnsequently, 33 sapwood materials 、vere divided int0 1o
groups, and 22 heartwOOd materials were divided int。 13 grOups.
4 species of gymnosperms did not cOntain hydrolyzable tannins,  but some of
the angiosperms cOntained such tannins.   This tendency agreed with the bark
tannins.
In case the chemical identification of trees is investigated by the use Of
tannins, it seems that the presence and quantity of hydrolyzable tannins makes
a tracer of identificatiOn,
皮の場合よりもシャープな波形が得られ,樹種識別に利緒     言
用しやすいことがわかった。
木材を化学的に識別する簡便法として,前報では,材  本実験では,辺材・心材からるのおのタンニン類を抽
のヘミセルロースと樹皮タンニン類の赤外線吸収スペク 出し,その IRの波形を詳細に検討し,波形の特徴を系
トル (以下IRと略す)を利用したま)その結果,ヘミセ 統的に類別し, これをもとに検索表を作製することによ
ルロースの IRは,針業樹と広築樹に2大別できること, って,より簡便な化学的樹種識別方法を提案することが
またタンニン類のIRは,針薬樹ではイチョウ・チャボ ロ的である。
ガヤ以外は,樹種に関係なくほぼ同様な波形を呈するの
材 料 と 方 法に対して,広葉樹では,樹種毎に波形が異なり樹種識別
に利用できる可能性がうかがわれた。 しかしながら樹皮  材料は,広葉樹29種と針葉樹4種の33種を用いた。こ
タンニン類の場合は,抽出物中に糖類やタンニン以外の のうち心材の存在した樹種は22種であった。これをTaЫe
抽出成分が混入するため,波形がブロードになり明確な  11こ示す。材料の採取場所は,ニセアカシアは′島取砂丘,
識別拠点を得難い。そこで,材中の抽出成分, とくにタ キリは′島取大学構内,残りの樹種はすべて鳥取大学蒜山
ンニン類についてそのIRを予備的に調べたところ,樹 凍習林内である。
*鳥取大学農学部林学科木材工学及林産化学研究室
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タンニン類は,本粉60～100gに対して蒸留水900～
1500 mlを加えて,70°C前後で5時間抽出した。抽出後熱
時汗過した抽出液を,減圧濃縮した後,酢酸エチルで抽
出した。続いてこの酢酸エチル抽出液を減圧濃縮した後,
過剰のエーテル中に加えた。この時生じた沈殿物を遠心
分離し,真空乾燥して試料 (粗タンニン類)とした。試
料のIRは,KBr法により測定した。測定した機器は,
日立赤外線分光光度計295型である。
結 果 と考 察
33樹種の辺材タンニン類の IRについては,10グルー
プに分けることができた。その中で,Fig。1に示した3
種は,いずれもその波形が他の樹種と顕著に異なりはっ
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Fig.l IR spectra of sapwood tannins-1
きり識別できるものである。例えば,キリは1640Cm lに,
エゴノキは1760Cm lに,またヤマザクラは1070Cm lにそ
れぞれ他の樹種では見られない特徴的な吸収帯が存在す
る。
次にFig。2に示 した5種の中で,ノグルミ・ミズナラ・
アカシデ・コブンの IRでは,上から順に次のような波
形の変化が認められた。すなわち,①2950Cm l,1720Cm i
・1425Cn l・1270cm lの吸収強度が増加し,②1330Cm i
の吸収波形がシャー プになり,①l120cm iと1030cm lの
吸収の相対強度が右下がりから右上がりに変化する。1720
Cm lの吸収帯の強度の変化から判断して
''9)ノ
グルミに
おいては,加水分解型タンニンが主体となつているのに
対して, ミズナラ・アカシデの順に,加水分解型タンニ
ンの占める割合が少なくなり,コブシでは加水分解型タ
ンニンが含まれていないものと推定される。スギについ
ても1720cm lに吸収が存在しないことから加水分解型タ
ンニンは含まれていないと思われる。
これら5種の粗タンニン類をメタノールに溶解し,塩
化第二鉄で発色させたところ,ノグルミでは濃青色に,
そしてミズナラ。アカシデの順に青色の呈色が薄くなり,
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Table 2  1ndex by IR spectra of sapwood tannins
l a 1720cm‐に吸収を持つもの         2
lb 1720Cm lに吸収を持たないもの一―――――-7
2a7611em I曲螂 掛 つもの
2b760Cal司に強い吸収 を持たないもの一―――→ 3
3a1640tlm‐に吸収を持つもの
3b1640cm‐に吸収 を持たないもの一――――一→ 4
4 a l160Cm‐に吸収 を持つもの        lAohada,Sりog∃
4 b l160cm‐に吸収 を持たないもの一――――一→ 5
5 a lo30Cn‐に吸収を持つもの         6
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Fig。2  1R spectra of sapwood tannins―-2
コブン・スギでは青色を示さなかった。これは, この5
種間の波形の変化と一致しており, とりわけ加水分解型
タンニンの量の変化と一致しているものと思われる。
また,コブシとスギの lRを比較すると,両者は1330
Cm lの吸収強度,および■20cm lと1030Cm lの吸J又の相
対強度において相違が認められる。この両者の IRの全
体的な波形は,それぞれ広葉樹と針葉樹のMWLのIR
とよく一致 しており子'10)この傾向は両者の IRの相違に
ついてもあてはまる。しかしながら,ここではこれらの
物質が,材中でリグニンとどのような関係にあるのかは
9a1330Cnコに吸収を持つもの
9b1330c耐理 性 中
Table 3  1ndex by IR spectra of heartwood tannins
l a 1720cm‐に吸収を持つもの         21+lb 1720cm lに
吸収 を持たないもの一――一――→ 6
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Fig. 3  1R spectra of heartwood tannins
不明である。
辺材33樹種の IRを,このような特徴的吸収帯の有無
や吸収強度の相違に基づいて類別したものを1つの検索
表としてまとめると,Table 2のようになる。
次に心材タンニン類の IRについては,22樹種を13グ
ループに分けることができた。辺材の場合と同様に,心
材タンニン類の IRを類別して検索表にまとめたものが,
Table 3である。
Fig 3に示したニセアカシア・ヤマグワ・ケヤキの3
種は,辺材部ではコブシと同様な波形を示 したが,心材
部ではそれぞれ図に示したように,特徴的な吸収帯が存
在することから,互いに識別することが可能である。こ
のように心材タンニン類のIRが,辺材タンニン類のIR
と異なった波形を示 した樹種は,ヌルデ・オニグルミ・
カシワ・ハンノキ・ケヤキ・ニセアカシア・ャマグワ。
カラマツ・スギの9種であつた。このような辺材部と心
材部の波形の相違を利用することによって,辺材タンニ
ン類による検索表では同じグループに合まれていた樹種
を,心材タンニン類の検索表ではさらに細かく類別する
ことが可能となった。こうして,心材タンニン類の検索
表では,ヌルデ・ハンノキ・ケヤキ・ヤマザクラ・ニセ
アカシア・ヤマグワ・カラマツ・スギ・ヒノキの9種が,
互いに他の樹種から識別することができた。これは,一
般に抽出成分が辺材より心材に多く,また心材だけに合
まれる心材成分と呼ばれる抽出成分が存在するなど:)
心材部は量的にも質的にも抽出成分が増加し複雑化する
という傾向に一致している。
辺材と心材タンニン類のIRをさらに比較すれば,1720
Cm lの吸収帯の有無については,辺材と心材の IRに相
違はない。すなわち,1720cm lに吸収を持つ樹種と,持
たない樹種という分け方ができる。このことは,樹木に
おいて加水分解型タンニンを生成する樹種と,生成 しな
い樹種という分け方が可能なことを示唆している。本実
験に用いた針葉樹4種には,加水分解型タンニンは含ま
れていない。これは岸本が,針葉樹の樹皮について調べ
た結果とも一致している伊
これに対して広葉樹では,加水分解型タンニンを含む
樹種と含まない樹種がある。コナラ属の樹種,およびク
リ・ヌルデが加水分解型タンニンを含むことは,従来の
研究においても指摘されていることである:'7,8)このよ
うに加水分解型タンニンは,広葉樹,すなわち被子植物
の段階ではじめて生成される物質と推定される。 しかも,
広葉樹間でもこれを含む樹種と含まない樹種があること
から,加水分解型タンニンの有無るよびその量の多少が,
識別における1つの指標になると思われる。
タンニン類の組成およびその IRの波形を従来の植物
分類と対応してみると,モクレン属の3種(〃α
=,ο
ttα
sPク.)は,加水分解型タンニンを含まず,いずれもよく似
た波形を示 し,モチノキ属の2種(rJ9″sP勢)もやはり
よく似た波形を示 した。また,コナラ属の4種(Qυ?Tc″s
sp?.)は,そのIR波形に相違が認められ,岸本らが発表
している亜属間におけるタンニン類組成にオロ違がうかが
われたP しかし,コナラ属の4種には量の多少はある
が,いずれも加水分解型タンニンの存在が認められた。
このように同一属内の樹種では,比較的よく似たタンニ
ン組成を持つことがわかった。しかしながら,科の段階
になると,例えばクルミ科 (プvダαヵ
'α
cc,9)の2種のよ
うに,加水分解型タンニンを含み組成の類似 している場
合もあるが,ブナ科 (Fα
=α
c9α¢)の樹種のように,ブナ
では加水分解型タンニンを含まないのに対 して, コナラ
属の樹種やクリではこれを含んでいるというような場合
もある。また,マメ科 (E″pんοTうJ,c9α)の2種では,
心材の IRに明確な相違がみられた。このように,同一
属内の樹種の段階では,そのタンニン組成に類似性が認
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められたが,同一科内の樹種にまで範囲を拡げると,そ
のタンニン組成には相違がみられた。
樹皮タンニン類と辺材・心材タンニン類とを比較する
と,針葉樹および広葉樹のイタヤカエデ・ニセアカシア
では,樹皮でも材でも加水分解型タンニンの存在はほと
んど認められない3,4)のに対して,ヌルデ・コナラ・カ
シワでは樹皮にも材にも加水分解型タンニンの存在が認
められた:'4,9)これらの樹種では,樹皮と材中に含まれ
ているタンニン類は,定す生的にイ以ているといえよう。
本実験では識別 という観点から考察を進めたが,また
こうした方法により,実際に材を利用する上での化学的
性質を知るということも可能であろう。例えば,加水分
解型タンニンの没食子酸やエラグ酸を多く含むクルミや
ナラ類の材は,刃物の切削不良をひき起こす1)ことが知
られ,またこうした材は,実際に輸入されている南洋材
の中にも存在する:)それゆえ,性質未知の南洋材を使
用するような場合,前述 してきたような方法により,あ
らかじめ材の化学的性質を知ることができれば,材を利
用加工していく立場からは非常に有益なことと思われる。
こうした面での考察は,今後の課題であろう。
結     論
33樹種の辺材および心材から各々粗タンニン類を抽出
し,その IRを測定した。その結果,各々 の樹種におけ
る特徴的な吸収帯の存在や吸収帯の相対強度の相違に基
づき,辺材33樹種は10グループに,心材22樹種は,13グ
ループに分けることができた。
また, タンニン類の組成についてみれば,針葉樹は加
水分解型タンニンを含まないのに対し,広葉樹は加水分
解型タンニンを合む樹種と含まない樹種の両者が存在し
た。この傾向は,樹皮タンニンの場合とも一致した。樹
木における加水分解型タンニンの有無およびその量の多
少は,化学的植物分類学の立場より非常に興味深い問題
であり, タンニン類による樹木の化学的識別を行う場合,
これが識別の一つの指標になり得ると思われた。
以上のように,限られた樹種ではある力比 辺材・心材
タンニン類の IRにより,樹木の類別化ができ,化学的
な樹種識別の可能性がうかがわれた。
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